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THE MAGIC OF ROTARY

　クラブ協議会をより効果的に運営するため
には、計画や運営方法に工夫を凝らすことが
重要です。以下のポイントを参考にしてみて
ください。

1.【明確な目的と議題を設定する】会議の目標
を事前に明確にし、議題を具体的に定めて
おきます。これにより、時間を効率的に活
用し、議論が的を絞って行われます。
2.【事前準備を徹底する】議題に関連する資料
や報告書を事前に配布し、参加者が十分に
内容を把握した状態で会議に臨めるように
します。
3.【進行役の選定】ファシリテーター（進行役）
を選び、議論がスムーズに進むよう調整し

　ます。意見が偏らないよう、中立的な立場
で議論を促すことが大切です。
4.【時間管理を徹底する】各議題にかける時間
をあらかじめ設定し、会議が長引かないよ
う注意します。時間を守ることで、参加者
の集中力も高まります。
5.【参加者の意見を引き出す】全員が意見を述
べられるような雰囲気作りを心がけます。
例えば、意見を促す質問を投げかけたり、
小グループディスカッションを行うのも効
果的です。
6.【アクションプランを明確にする】会議の最
後に具体的なアクションプランを作成し、
誰が何をいつまでに行うのかを明示してお
きます。
7.【振り返りとフィードバック】会議終了後に
振り返りの時間を設け、「何が
うまくいったか」「何を改善す
べきか」を参加者からフィード
バックとして集め、次回以降に
活かします。

会 長 挨 拶

●例　会　場／時之栖高原ホテル
●開　会　点　鐘／18：00　●ロータリーソング／我らの生業
●内　　　容／観桜会　親睦活動委員会

●夫人誕生日　
　4月9日　山口幸男君　ご夫人　勝子様
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次　回
４月17日の
例　会

★名鉄菜館
★12：30
★新会員卓話　瀬戸正人君

澁 谷 　 一

53名 49名 42名 85.71％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率

池上　司君　柏原大地君　勝又　厚君　勝又安彦君　
瀬戸正人君　髙橋隆造君　田代明人君

会長挨拶は
こちら

欠席者（７名）
※やむを得ず欠席される方は、午前９時50分までにご連絡下さい。

第2783回 例会プログラム 会員慶事

4/3の出席報告バナー交換（高松西RC）



勝又　英和

澁谷　　一
大胡田明寿
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3/13のメーキャップ
７月28日　米山記念奨学セミナー　梶　喜朗君
３月６日　北海道Ｅクラブ　　　井上　元君
３月13日　北海道Ｅクラブ　　　神谷高義君
３月14日　北海道Ｅクラブ　　　山内　剛君
３月18日　北海道Ｅクラブ　　　勝亦敦志君
３月27日　北海道Ｅクラブ　　　柏原大地君
３月27日　北海道Ｅクラブ　　　田代明人君
４月２日　北海道Ｅクラブ　　　石川又英君

司　会
込山正一郎君

出席報告
梶  喜朗君

ソングリーダー
勝亦敦志君

澁谷　一君

①根上クラブ研修リーダー
（2019～ 2022）
・目的…クラブの現状分析と
ビジョン策定、中長期の行
動計画

・５つの視点…奉仕、親睦、多様性、高潔性、リー
ダーシップ

・奉仕の理想…親睦を深めて、職業奉仕の理念の
元、常の自己研鑽を行う

・行動方針…地域連携、会員間の交流、ＲＩとク
ラブ方針には是々非々、クラブの歴史と伝統を
尊重、独自プロジェクト、クラブ広報の拡大
②豊山クラブファシリテーターリーダー
　（2022～ 2025）
・目的…クラブの持続可能な運営（組織、事業の
見直し）

・ファシリテーターの役目…参加者の意見をまと
め、議論を円滑に進める

・調整…２年目の斎藤年度～豊山年度以降も続く
と思われます。

豊山徹也君

　任期最後の年度にクラブ研
修リーダーからラーニング
ファシリテーターとなりまし
た。ロータリークラブでは良
くあることで委員会のやるこ

とは変わりません。初年度は１人委員長として、
前任の根上さんより引き継いだ資料の整理と保存
をし、正式な新会員推薦書の書式がありませんで

したので正会員推薦書と移籍会員用の推薦書を
作成し、これも正式な新会員情報に使う冊子も
無かったので、歴代情報委員長がいろいろな参
考資料を使って新会員オリエンテーションをし
ていたものを再編集しまとめ、クラブの正式な
新会員情報資料の冊子を作り事務局とファシリ
テーター委員会で管理することにしました。
　２年目はクラブ会長、副会長、会長ノミニー、
情報委員長が委員会メンバーに加わり、クラブ
の活性化と効果的なクラブ運営をテーマに、会
長を中心にいくつかの懸案事項の解決ができま
した。２年目からの報告は当時の会長、斎藤衛君
からしていただきます。

斎藤　衛君

　２期目から研修リーダー会
議とし、２期目１２回、３期目
９回開催、クラブの持続可能
な運営を念頭に検討を行いま
した。

　①委員会編成問題、②クラブ協議会運営、③夏
季ドレスコード、④物価高対策を重要課題とし、全
員参加のクラブ協議会を開催し問題解決をはかり
ました。2023～ 24 年度クラブフォーラム 3 回、
クラブ協議会４回、2024～25年度クラブ協議会
２回を全て全員参加で開催しました。
　①ＣＬＰ対応の委員会構成と細則改正、②全員参
加のクラブ協議会開催、③祝日週休会採用、④クー
ルビズ採用、⑤テーブル会の開催等を定めました。
　今後、3-yearRolling Target / Plan、戦略計画、
物価高、例会数減少による問題、クラブ協議会の
運営等の検討が必要です。

クラブラーニングファシリテーター３年間の総括
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